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１．はじめに

　本工事は赤川水系砂防事業の一環として、赤川水系八紘沢において上流域からの

土砂流出防止と土石流対策を目的に砂防堰堤を建設するものです。

　コンクリート堰堤工の施工に当たり、当初から懸念していた掘削作業時における

法面崩落対策と観光区域における安全管理について、当現場で実施した安全対策を

記述します。

２．工事概要

砂防土工 掘削 600m3
埋戻、盛土 2,600m3

法面工 植生シート張 2,010m3
堰堤本体工 コンクリート打設 1,100m3
側壁工 コンクリート打設 140m3
取付護岸工 1式
法面復旧工 1式

赤川流域八紘沢砂防堰堤工事の安全対策について

位　　　　　置　　　　　図

法面復旧工



３．地下水位の把握と地下水位低減

　今年度で3年目となる当現場において、初年度から掘削法面の崩落が最大の
懸念事項でした。

　初年度施工時に崩落した掘削法面を観察すると湧水があり、火山山麓特有の
泥流堆積物が湧水により緩み、崩落の起因となっていると考え、掘削作業時の
地下水位の把握及び低減対策を行いました。

3-1. 地下水位計の設置と作業前の水位確認

　図1の地下水位測定結果を参考にし、初年度調査時に最も水位の高かった
B-6孔を使用して地下水位の測定を行いました。

　過去2年間の地下水位測定結果から地下水位は融雪や降雨によって日々
変動している事が判明しました。そのため、作業前の地下水位測定を実施して
当日の掘削作業可否の判断を行いました。作業可否の基準値として、昨年度の
地下水位データを確認したところ標高 634.41mを越えた値を示した際に法面の
崩落を確認したため、測定値が地下水位1.0m以深であれば作業可能であると
定めました。

掘削作業日 地下水位 判 定 掘削作業日 地下水位 判 定
6月5日 1.51 ○ 8月27日 1.64 ○
6月6日 1.80 ○ 8月28日 1.74 ○
6月7日 1.93 ○ 8月29日 1.84 ○

8月30日 1.93 ○
9月1日 2.08 ○
9月2日 2.14 ○
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3-2. 地下水位低減対策

　図2の地下水流動方向平面図より、本体工右岸上流側から掘削箇所への
地下水を減少させる為に本体工右岸上流から転流工呑口まで有孔管を埋設し、
地下水を誘導・排出する対策としました。

　その結果、掘削法面を崩落させることなく安全に効率よく工事を進める
ことが出来た事は、対策が有効であったと考えます。

４．観光区域における安全管理について

　八紘沢砂防堰堤工事と並行して湯殿山神社本宮 正面にある法面の復旧
工事が増工となりました。工事区域は平日でも約50人～100人程度の参拝客
が訪れ、パワースポットとしても有名な観光地です。また、施工箇所までの
一部区間が有料バス専用道となっているため、工事車両の通行も規制があり
配慮する必要がありました。

4-1. 施工ヤードと参拝客の分離

　法面復旧工の吹付作業を施工するためには、プラント設営が必要不可欠です。
しかし施工を行う法面付近には十分なヤードが無く、参拝客が観光バスから
昇降を行う隣の敷地に、辛うじてヤードを確保することが出来ました。

　昇降口とプラントが隣接し、プラント内に参拝客が入り込む危険性があること
から、吹付プラントと参拝客の分離が必要となりました。分離措置の一つとして
ヤードと通路の間を単管パイプで仕切り、シートを張ることで関係者以外の立入を
禁止しました。また、施工箇所は標高約1,000mに位置する為、天候の変化が激しく
川風も強く吹き上がることからメッシュシートを採用しました。また本宮職員との
打ち合わせの結果、周囲の景観に配慮した緑色のシートを選定しました。
　併せて、休日には参拝客も増加しバスの運行回数もそれに比例することを予測し
プラント付近に誘導員を配置しました。これにより物理的分離と人為的分離の
両方で事故防止に努めました。
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4-1. 施工ヤードと参拝客の分離

4-2. バス専用道路における工事車両の通行制限について

　工事箇所となった湯殿山本宮までは約4㎞の有料道路で、その一部区間は
観光バス及び登山者専用道(徒歩)です。有料道路は、≪料金所≫⇔≪参籠所≫
⇔≪湯殿山本宮≫ の経路で、参籠所から本宮までの約2㎞区間がバス専用
道路です。この区間を観光バスが平日は3台、土日祝日は4台常に運行しています。
さらに道路幅員が3.25mより狭い箇所もあり、大型車両同士のすれ違いが出来ない
箇所もあるため、観光バスの運行に支障が出ない様、工事車両を通行させる必要が
ありました。

　工事に先立ち、道路管理者である庄内交通と湯殿山本宮職員と打ち合わせを
したところ、料金所・参籠所・本宮及び全ての路線バスは無線で連絡を取り合い
車両の通行状態を把握していることが分かりました。
　そこで工事車両が現場に行く際は必ず参籠所に立ち寄り観光バスの運行状況を
無線で確認して貰うことにしました。観光バスが下山中であれば参籠所で待機し
バスの下山を確認してから現場に上がりました。逆に現場から下山する際は
本宮に待機しているバスの後ろに付いて、バスと共に下山するようルールを定め
ました。
　このルールを徹底したことにより、観光バスの運行に影響を及ぼす事無く、
工事も円滑に進めることができ、また車両同士の接触事故やトラブルを未然に
防ぐことにつながりました。

５．おわりに
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八紘沢砂防堰堤も今年で完工となりました。施工期間に厳しい制約が
ある中、工期内に工事を無事故・無災害で終えることができ、また自分自身
一つの砂防ダムを初めて造り上げることができて、とても誇らしく思います。
工事にあたりご協力頂いた全ての方々に感謝の気持ちを伝えると共に

工事で学び、身につけた安全管理や創意工夫をこれからの様々な場面で
展開していける様、さらに努力して行きたいと思います。
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